
新 第3種郵便物認可  

岐
阜
市
椿
洞
に
不
法
投
棄
 
 

さ
れ
た
大
量
の
産
業
廃
棄
物
 
 

椿洞の産廃  

豊
橋
農
家
な
ど
に
出
張
 
 
 

善
商
へ
「
全
量
」
．
の
措
置
命
令
 

法
投
棄
さ
れ
た
7
0
万
立
方
㍍
 
 

起
と
さ
れ
る
産
廃
の
撤
去
量
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
農
家
の
人
（
手
前
）
に
税
務
指
導
す
 
 

る
田
中
靖
直
税
理
士
（
中
央
）
ら
＝
愛
知
県
田
原
市
で
 
 

自
分
が
対
象
だ
と
気
づ
い
て
い
な
い
個
人
事
業
者
も
お
り
、
反
応
は
や
っ
ひ
と
つ
。
確
定
里
口
と
時
期
が
重
な
聖
混
 
 

乱
も
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
税
務
指
導
す
る
税
理
去
雷
登
坂
〕
た
。
 
 

た
め
だ
っ
全
国
で
約
1
2
8
万
人
の
う
ち
、
愛
知
県
豊
橋
市
の
豊
橋
税
務
署
が
1
万
人
を
超
え
て
日
至
 
 

年
明
け
か
ら
始
ま
る
消
費
税
の
申
告
を
控
え
、
全
国
の
税
務
署
は
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。
消
費
税
の
聖
［
が
必
要
 
 

と
な
る
年
間
の
売
り
上
げ
が
3
千
万
円
か
ら
1
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
新
た
に
個
人
事
業
者
の
堂
口
が
激
増
す
る
 
 
 

ヽ  

■■L  

費
用
が
1
8
4
億
～
3
1
4
 
 

億
円
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
 
 

が
計
約
1
6
4
万
台
に
使
っ
 

て
い
た
、
と
発
表
し
た
。
す
 
 

け
取
り
な
が
ら
、
課
税
が
免
 
 

除
さ
れ
て
ぃ
た
法
人
、
個
人
 
 

事
業
者
が
い
る
の
で
は
な
い
 
 

か
と
税
制
調
査
会
で
論
議
さ
 
 

れ
、
そ
の
疑
問
を
解
消
す
る
 
 

の
が
狙
い
。
．
〇
3
年
度
の
税
制
 
 

改
正
で
、
免
除
さ
れ
る
年
間
 
 

の
売
り
上
げ
が
㌻
千
万
円
以
 
 

電
照
ギ
ク
の
生
産
量
が
全
 
 

国
一
を
誇
る
愛
知
県
・
渥
美
 
 

半
島
。
田
中
靖
直
税
理
士
 
 

（
3
7
）
は
 

税
の
課
税
対
象
と
な
る
田
原
 
 

市
内
の
農
業
従
事
者
ら
5
人
 
 

を
回
っ
て
消
費
税
の
仕
組
み
 
 

を
説
明
、
収
支
計
算
書
を
チ
 
 

消
費
税
の
上
限
（
免
税
点
）
 
 

引
き
下
げ
巌
客
 
 

か
ら
消
費
税
を
受
 
 

き
間
を
埋
め
る
シ
ー
ル
材
な
 
 

ど
に
入
れ
て
い
た
が
、
「
い
 
 

下
か
ら
1
千
万
円
以
下
に
引
 
 

き
下
げ
ら
れ
、
0
3
年
の
売
り
 
 

上
げ
が
1
千
万
円
を
超
え
る
 
 

と
、
0
5
年
に
新
た
な
課
税
対
 
 

象
者
と
な
る
。
こ
の
う
ち
東
 
 

海
地
方
の
個
人
事
業
者
は
約
 
 

1
6
万
人
。
帳
簿
や
請
求
書
が
 
 

な
い
場
合
、
売
り
上
げ
を
基
 
 

準
に
し
て
納
税
額
を
決
め
る
 
 

「
簡
易
課
税
制
度
」
を
選
べ
 
 

る
。
期
限
は
今
月
3
1
日
ま
で
。
 
 

エ
ツ
ク
す
る
な
ど
無
料
で
相
 
 

談
に
応
じ
た
。
 
 
 

同
市
は
、
0
4
年
の
農
業
生
 
 

産
額
が
7
6
0
億
円
と
全
国
 
 

ト
ッ
プ
（
農
林
水
産
省
調
 
 

べ
）
。
約
2
万
世
帯
（
人
口
 
 

約
6
万
6
千
人
）
の
う
ち
農
 
 

家
が
約
2
0
％
を
占
め
、
そ
の
 
 

ほ
と
ん
ど
が
年
間
の
売
り
上
 
 

げ
1
千
万
円
以
上
と
み
ら
れ
 
 

る
。
管
轄
す
る
豊
橋
税
務
署
 
 

は
こ
の
影
響
を
受
け
、
新
た
 
 

。
し
か
し
い
 
 

▲■  

が
所
属
す
る
東
海
税
理
士
会
 
 

豊
橋
支
部
が
新
規
対
象
者
に
 
 

限
っ
て
無
料
で
税
務
指
導
す
 
 

る
「
消
費
税
申
告
支
援
セ
ン
 
 

′
タ
ー
」
を
設
立
、
新
聞
広
告
 
 

な
ど
で
希
望
者
を
募
っ
た
。
 
 
 

集
ま
っ
た
の
は
農
家
を
中
 
 

心
に
約
5
0
0
人
。
田
中
税
 
 

理
士
ら
会
員
約
5
0
人
が
璧
口
 
 

前
ま
で
田
原
市
や
豊
橋
市
な
 
 

ど
で
税
務
指
導
す
る
。
税
務
 
 

指
導
を
受
け
た
田
原
市
内
の
 
 
 

農
家
の
男
性
（
望
は
「
複
雑
 
 

な
消
費
税
の
解
説
か
ら
盟
口
 
 

手
続
き
ま
で
や
っ
て
も
ら
え
 
 

る
」
と
喜
ぶ
。
梅
木
衛
・
同
 
 

署
長
は
「
一
歩
誤
れ
ば
日
本
 
 

で
一
番
混
乱
す
る
税
務
署
に
 
 

な
る
だ
け
に
、
税
理
士
会
の
 
 

協
力
は
助
か
る
」
と
話
す
。
 
 
 

●
帳
簿
つ
け
ず
 
 
 

京
都
・
祇
園
の
ラ
ウ
ン
ジ
 
 

で
働
く
ホ
ス
テ
ス
、
カ
オ
ル
 
 

さ
ん
（
聖
＝
仮
名
＝
は
、
年
 
 

ず
れ
も
石
綿
飛
散
の
恐
れ
が
 
 

低
い
」
と
い
ァ
ユ
。
法
規
制
の
 
 

対
象
外
だ
と
し
て
、
工
業
会
 
 

は
「
代
替
品
へ
の
交
換
は
必
 
 

要
な
い
」
と
し
て
い
る
。
 
 

石
綿
警
m
の
使
用
が
新
た
 
 

に
判
明
し
た
の
は
、
ス
ズ
キ
 
 

（
約
1
0
1
万
台
）
▽
日
産
 
 

な
対
象
者
が
約
1
万
1
千
人
 
 

と
全
国
で
一
番
多
い
。
 
 
 

「
申
告
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
 
 

避
け
た
い
」
。
田
中
税
理
士
 
 

自
動
車
（
約
1
7
万
7
千
台
）
 
 

▽
い
す
ゞ
自
動
車
（
約
8
万
 
 

4
千
台
）
▽
日
野
自
動
車
 
 

（
約
1
5
万
9
千
台
）
▽
三
菱
 
 

自
動
車
（
約
1
1
万
1
千
台
）
 
 

▽
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
 
 

バ
ス
（
約
3
万
5
千
台
）
▽
 
 

ヤ
マ
ハ
発
動
機
（
約
2
万
9
 
 

間
売
り
上
げ
が
1
千
万
円
を
 
 

超
え
る
。
店
長
か
ら
法
改
正
 
 

の
話
を
聞
き
、
自
分
も
消
費
 
 

税
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
 
 

い
こ
と
を
知
っ
た
。
 
 
 

ホ
ス
テ
ス
は
、
店
で
着
る
 
 

衣
装
代
な
ど
が
経
費
と
し
て
 
 

認
め
ら
れ
る
。
帳
簿
や
領
収
 
 

書
な
ど
を
保
存
し
て
い
れ
 
 

ば
、
納
め
る
消
費
税
額
は
少
 
 

な
く
て
済
み
そ
う
だ
が
、
 
 

「
帳
簿
を
つ
け
て
、
領
収
書
 
 

を
こ
ま
め
に
と
っ
て
い
る
ホ
 
 

ス
テ
ス
は
、
私
の
周
り
に
は
 
 

ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
。
 
 

●
懸
命
に
P
R
 
 
 

東
京
上
野
税
務
署
で
は
、
 
 

昨
夏
か
ら
、
幹
部
が
約
2
0
 
 

0
回
、
商
店
街
に
出
て
消
費
 
 

税
の
P
R
に
懸
命
だ
。
ひ
ん
 
 

ば
ん
に
説
明
会
も
開
い
て
お
 
 

り
、
「
法
改
正
を
『
知
ら
な
 
 

い
』
と
い
わ
れ
な
く
な
っ
 
 

た
十
。
担
当
者
は
「
あ
と
は
 
 

無
申
告
が
ど
れ
だ
け
事
前
に
 
 

防
げ
る
か
。
最
後
は
徹
底
し
 
 

て
呼
び
か
け
て
い
く
」
と
力
 
 

を
入
れ
て
い
る
。
 
 

シ
ア
ン
化
合
物
 
 
 

基
準
値
の
8
3
0
倍
 
 

尾
張
旭
の
会
社
 
 
 

愛
知
県
は
2
7
日
、
尾
張
旭
 
 

市
と
刈
谷
市
の
計
2
カ
所
の
 
 

工
場
の
敷
地
内
の
土
壌
と
地
 
 

下
水
か
ら
、
基
準
を
大
幅
に
 
 

上
回
る
有
害
物
質
が
検
出
さ
 
 

れ
た
と
発
表
し
た
。
 
 
 

尾
張
旭
市
東
栄
町
4
丁
目
 
 

の
金
属
熱
処
理
設
備
製
造
会
 
 

社
「
パ
ー
カ
ー
熱
処
理
工
業
 
 

名
古
屋
営
業
所
」
で
は
、
体
 
 

内
に
入
る
と
呼
吸
困
難
を
起
 
 

こ
す
猛
毒
の
シ
ア
ン
化
合
物
 
 

が
土
壌
か
ろ
基
準
の
8
3
0
 
 

倍
、
地
下
水
か
ら
7
7
0
倍
 
 

検
出
さ
れ
た
。
 
 
 

刈
谷
市
野
田
町
の
金
属
熱
 
 

処
理
会
社
「
C
≠
K
」
の
敷
 
 

地
で
は
、
土
壌
か
ら
シ
ア
ン
 
 

化
合
物
が
基
準
の
6
0
倍
、
地
 
 

下
水
か
ら
も
「
1
・
1
－
ジ
 
 

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
」
が
2
4
 
 

0
倍
見
つ
か
る
な
ど
し
た
。
．
 
 
 

千
台
）
▽
ト
ヨ
タ
自
動
車
 
 

（
約
2
万
7
千
台
）
▽
日
産
 
 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
（
約
1
万
 
 

1
千
台
）
。
 

1
1
月
ま
で
石
綿
製
品
を
使
 
 

っ
て
い
た
ト
ヨ
タ
は
「
ブ
レ
 
 

ー
キ
部
品
な
ど
石
綿
の
飛
散
 
 

の
恐
れ
が
大
き
い
も
の
が
念
 
 

頭
に
あ
っ
た
た
め
に
、
見
落
 
 

と
し
た
」
 
（
広
報
部
）
と
し
 
 

て
い
る
。
 
 


